
建蔽率と主な公園施設

立地特性

基本情報[１]

靱公園

公園種別 所在地 開設年月日 開設面積（㎡）

総合公園 西区靱本町１丁目・２丁目 昭和30年10月21日 96,723

人口（半径３km圏内）[２] 周辺の幹線道路の自動車交通量[３]

上段：夜間人口
下段：昼間人口

昼夜間
比率

年齢別人口比率
（上段：人数、下段：比率）

路線名
昼間

12時間
24時間

推定
０～14歳 15～64歳 65歳以上

389,878人

300.5%

37,431人 275,238人 67,706人
府道41号

（なにわ筋）
22,029台 30,618台

1,171,403人 9.8% 72.4% 17.8%
一般国道172号

（本町通）
13,573台 18,188台

周辺の平均路線価（千円/㎡）[４] 主な用途地域（周辺含む）[５]

東 西 南 北 平均 公園内 周辺

1,553 550 561 583 812 商業 商業

一般施設 特例施設

建築面積（㎡） 建蔽率 建築面積（㎡） 建蔽率

トイレ 売店等 管理施設 その他 合計

0.91%

休養施設 運動施設 教養施設 合計

5.17%
91

（４箇所）
- 747 45 883 - 5,001 - 5,001

主な施設 区分 利用状況 利用料金例 備考

靱テニス
センター

センター
コート

稼働率：40.2%[22] 4,000円/時間（土日祝は5,400円/時間）[23]

ナイターは全日5,400円/時間[23]

管理運営者は
指定管理者[22]

一般
コート

稼働率：59.1%[22] 1,600円/時間[23] ナイターは2,700円/時間[23]

靱庭球場 - 稼働率：63.9%[22] 800円/時間[24]

靱駐車場
公共

駐車場

年間出庫台数：
（自動車）94,900台[17]

（自動二輪車）5,503台[17]

【自動車】７時から23時：200円/30分[25]

23時から７時：100円/30分[25]

１日上限：1,600円（土日祝は1,100円）[25]

【自動二輪車】０時から24時：100円/60分[25]

入庫後24時間上限：500円[25]

※収容台数は自動車246台、自動二輪車24台[25]

管理運営者は
指定管理者[19]
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防災関連情報

避難場所種別[５] 耐震性貯水槽 防災スピーカー[５] マンホールトイレ[11]

広域避難場所 有（１基） 有（１基） 有（35基）

※[ ]内の数字は参考資料の番号を示している（p. 28～30を参照）。



公園概観図と主要なアクセス[５]

土地利用現況[５]
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１

２

主要なアクセス

交通機関 近接する鉄道駅 鉄道駅からの所要時間

Osaka Metro中央線 本町駅（図中①）・阿波座駅（図中②） 徒歩約７分

凡例

一戸建て住宅 長屋住宅 共同住宅 販売商業施設

業務施設 文教施設 医療厚生施設
遊興・娯楽・
サービス施設

宿泊施設 工業施設 供給施設 運輸通信施設

官公署施設 その他施設 公園・緑地・お墓 建物の無い土地

※[ ]内の数字は参考資料の番号を示している（p. 28～30を参照）。

阪神高速
阿波座出入口

阪神高速
信濃橋出入口



建蔽率と主な公園施設

立地特性

基本情報[１]

千島公園

公園種別 所在地 開設年月日 開設面積（㎡）

総合公園 大正区千島２丁目 昭和51年4月1日 111,970

人口（半径３km圏内）[２] 周辺の幹線道路の自動車交通量[３]

上段：夜間人口
下段：昼間人口

昼夜間
比率

年齢別人口比率
（上段：人数、下段：比率）

路線名
昼間

12時間
24時間

推定
０～14歳 15～64歳 65歳以上

331,903人

114.6%

29,842人 197,342人 94,252人
府道173号
（大正通）

16,031台 21,802台

380,213人 9.3% 61.4% 29.3%
府道5号

（大正通）
12,234台 16,149台

周辺の平均路線価（千円/㎡）[４] 主な用途地域（周辺含む）[５]

東 西 南 北 平均 公園内 周辺

145 169 152 155 155 第１種住居
第１種住居

準工業
工業専用

主な施設 区分 利用状況 利用料金例 備考

千島体育館 - 稼働率：52.5%[26] 参考資料[27]を参照 管理運営者は指定管理者[26]

一般施設 特例施設

建築面積（㎡） 建蔽率 建築面積（㎡） 建蔽率

トイレ 売店等 管理施設 その他 合計

0.44%

休養施設 運動施設 教養施設 合計

2.63%
138

（４箇所）
- 341 - 490 - 2,950 - 2,950
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防災関連情報

避難場所種別[５] 耐震性貯水槽 防災スピーカー[５] マンホールトイレ[11]

広域避難場所 無 有（２基） 有（41基）

※[ ]内の数字は参考資料の番号を示している（p. 28～30を参照）。



公園概観図と主要なアクセス[５]

土地利用現況[５]
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主要なアクセス

交通機関 近接するバス停 鉄道駅・バス停からの所要時間

大阪シティバス 大正区役所前（図中①）
大正駅から大正区役所前：約８分
大正区役所前から公園：徒歩約１分

１

凡例

一戸建て住宅 長屋住宅 共同住宅 販売商業施設

業務施設 文教施設 医療厚生施設
遊興・娯楽・
サービス施設

宿泊施設 工業施設 供給施設 運輸通信施設

官公署施設 その他施設 公園・緑地・お墓 建物の無い土地

※[ ]内の数字は参考資料の番号を示している（p. 28～30を参照）。



建蔽率と主な公園施設

立地特性

基本情報[１]

中島公園

公園種別 所在地 開設年月日 開設面積（㎡）

総合公園 西淀川区中島１丁目 昭和31年３月31日 130,135

人口（半径３km圏内）[２] 周辺の幹線道路の自動車交通量[３]

上段：夜間人口
下段：昼間人口

昼夜間
比率

年齢別人口比率
（上段：人数、下段：比率）

路線名
昼間

12時間
24時間

推定
０～14歳 15～64歳 65歳以上

84,297人

102.9%

10,402人 51,122人 22,286人
府道10号
（淀川通）

11,839台 15,983台

86,750人 12.4% 61.0% 26.6%
府道10号
（淀川通）

15,162台 20,949台

周辺の平均路線価（千円/㎡）[４] 主な用途地域（周辺含む）[５]

東 西 南 北 平均 公園内 周辺

87 53 75 84 75 第１種住居
第１種住居
工業専用

一般施設 特例施設

建築面積（㎡） 建蔽率 建築面積（㎡） 建蔽率

トイレ 売店等 管理施設 その他 合計

0.12%

休養施設 運動施設 教養施設 合計

0.00%
70

（４箇所）
- - 82 152 - - - 0

主な施設 区分 利用状況 利用料金例 備考

中島野球場 - 稼働率：31.1% 3,000円/２時間[28] 公園の南部に
位置する

中島第２野球場 - 稼働率：41.0% 3,000円/２時間[29] 公園の北部に
位置する

中島庭球場 - 稼働率：26.8% 800円/時間[30] -

中島公園駐車場 公園駐車場 -
０時から24時：350円/時間[28][30]

１日上限：350円（土日祝は1,500円）[28][30]

※収容台数は86台[27][29]
中島野球場に近接

中島公園
第２駐車場

公園駐車場 -
０時から24時：350円/時間[29]

１日上限：700円（土日祝は1,500円）[29]

※収容台数は55台[29]

中島第２野球場に
近接
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防災関連情報

避難場所種別[５] 耐震性貯水槽 防災スピーカー[５] マンホールトイレ[11]

広域避難場所
一時避難場所

無 有（２基） 有（113基）

※[ ]内の数字は参考資料の番号を示している（p. 28～30を参照）。



公園概観図と主要なアクセス[５]

土地利用現況[５]
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：開設範囲

：開設範囲
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主要なアクセス

交通機関 近接するバス停 鉄道駅・バス停からの所要時間

大阪シティバス 中島公園（図中①）
出来島駅から中島公園（バス停）：約９分
中島公園（バス停）から公園：徒歩約１分

１

凡例

一戸建て住宅 長屋住宅 共同住宅 販売商業施設

業務施設 文教施設 医療厚生施設
遊興・娯楽・
サービス施設

宿泊施設 工業施設 供給施設 運輸通信施設

官公署施設 その他施設 公園・緑地・お墓 建物の無い土地

※[ ]内の数字は参考資料の番号を示している（p. 28～30を参照）。

阪神高速
中島出入口



建蔽率と主な公園施設

立地特性

基本情報[１]

十三公園

公園種別 所在地 開設年月日 開設面積（㎡）

地区公園 淀川区十三元今里１丁目 昭和12年４月１日 27,979

人口（半径３km圏内）[２] 周辺の幹線道路の自動車交通量[３]

上段：夜間人口
下段：昼間人口

昼夜間
比率

年齢別人口比率
（上段：人数、下段：比率）

路線名
昼間

12時間
24時間

推定
０～14歳 15～64歳 65歳以上

330,487人

179.8%

35,052人 217,605人 71,520人
淀川北岸線
(淀川通)

16,275台 21,971台

594,077人 10.8% 67.1% 22.1% 補助国道171号 14,933台 20,160台

周辺の平均路線価（千円/㎡）[４] 主な用途地域（周辺含む）[５]

東 西 南 北 平均 公園内 周辺

205 205 250 205 216 第１種住居
第１種住居

準住居

一般施設 特例施設

建築面積（㎡） 建蔽率 建築面積（㎡） 建蔽率

トイレ 売店等 管理施設 その他 合計

2.50%

休養施設 運動施設 教養施設 合計

0.00%
27

（２箇所）
- 635 38 700 - - - 0

主な施設 区分 利用状況 利用料金例

十三野球場 - 稼働率：38.9% 3,000円/２時間[31] ナイターは18,000円/２時間[31]
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防災関連情報

避難場所種別[５] 耐震性貯水槽 防災スピーカー[５] マンホールトイレ[11]

一時避難場所 無 無 無

※[ ]内の数字は参考資料の番号を示している（p. 28～30を参照）。



公園概観図と主要なアクセス[５]

土地利用現況[５]
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主要なアクセス

交通機関 近接する鉄道駅 鉄道駅からの所要時間

阪急各線 十三駅（図中①） 徒歩約７分

１

凡例

一戸建て住宅 長屋住宅 共同住宅 販売商業施設

業務施設 文教施設 医療厚生施設
遊興・娯楽・
サービス施設

宿泊施設 工業施設 供給施設 運輸通信施設

官公署施設 その他施設 公園・緑地・お墓 建物の無い土地

※[ ]内の数字は参考資料の番号を示している（p. 28～30を参照）。


